
防衛省・自衛隊
MINISTRY OF DEFENSE

九州防衛局広報 平成27年３月発行

きゅうしゅう
九州防衛局 総務部　福岡市博多区博多駅東2丁目10-7  福岡第2合同庁舎内　TEL092-483-8811編集・発行

http://www.mod.go.jp/rdb/kyushu/

No.29

陸上自衛隊大矢野原演習場

通潤橋
（熊本県上益城郡山都町）

陸上自衛隊大矢野原演習場紹介

自治体紹介～熊本県上益城郡山都町

九州防衛局業務紹介

インフォメーション

目　次　CONTENTS

山都町



陸上自衛隊大矢野原演習場

大矢野原演習場

九 州 防 衛 局 広 報平成27年３月発行

－2－ －3－

第８師団副師団長兼ねて北熊本駐屯地司令

九　鬼　東　一
（くき とういち）

　九州防衛局広報「きゅうしゅう」の読者の皆様、こんにちは。

　第８師団副師団長兼ねて北熊本駐屯地司令の九鬼です。

　大矢野原演習場は上益城郡山都町に所在し、第８師団長が統制する西部

方面隊管内で２番目に大きい中隊規模の訓練が可能な演習場であり、主に

第８師団隷下部隊と幹部候補生学校等の師団隷下以外の部隊の心と技を練

磨する道場として、旧陸軍から使用されている演習場であります。

　大矢野原演習場は北熊本駐屯地から約90分と利便性も良く、周辺自治体

の皆様とも良好な関係を築いており、今後とも長期的に安定使用できる演

習場を目指して取り組んでいきたいと思います。

　大矢野原演習場は、明治16年に旧陸軍の演習場として使用され、戦後駐

留米軍が使用し、昭和32年の返還に伴い、現在は陸上自衛隊北熊本駐屯地

が管理する演習場として使用されています。

　大矢野原演習場は阿蘇山南外輪山の麓にあり、標高約400ｍの高台に所在し、北熊本駐屯地より約40km、健軍駐

屯地から約30kmの位置にあり、気温は熊本市内と比べ平均４～６℃ほど低く、主要道路は、国道445号線（熊本市

内から御船経由）と熊本空港・西原村方面から進入でき、九州横断自動車道延岡線の工事も着工中（H26.3.22嘉島

JCT～小池高山IC間1.8km開通）で、利便性の向上が期待されています。

　演習場の規模としては、中演習場（西方管内では日出生台演習場に次いで２番目の広さ）であり、平成７年には場内

に、屋外の基本射撃場が整備されました。

駐屯地司令挨拶

演習場の紹介演習場の紹介

沿革
○大矢野原は、藩政時（細川氏）、地元民の放牧・採草地であり、
細川藩の軍馬の調練場と狩猟地であった
明治16年以降終戦まで旧陸軍大矢野原演習場として使用
昭和32年駐留軍全部返還
昭和32年使用開始
昭和32年駐留軍提供施設の所管換
昭和26年駐留軍提供施設の所管換
昭和29年林野庁から所管換
昭和41年林野庁から所管換
昭和42年大蔵省から所管換
昭和47年土地の購入
昭和54年土地の購入
平成　７年場内に屋外基本射撃場を建設（現熊本防衛支局工事）
平成12年土地の購入
平成13年１回目の日米共同訓練を実施
平成15年２回目の日米共同訓練を実施
平成19年３回目の日米共同訓練を実施
平成21年４回目の日米共同訓練を実施
平成22年縮尺射場移設
平成26年５回目の日米共同訓練を実施（12/１～ 12/12）

駐屯地司令挨拶
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　演習場は、東京ドーム約350個分の広さがあり、基本射場、潜入射場、無反動砲射場、ロケット射場、縮尺射場、対

戦車火器射場等の各種射場があり、訓練等で使用されています。

大矢野原演習場にある各種訓練施設大矢野原演習場にある各種訓練施設

大矢野原演習場で行われる各種訓練大矢野原演習場で行われる各種訓練
　演習場にある各射場で実弾射撃訓練、手榴弾投擲訓練、化学火工品を使用した訓練、ヘリ訓練及び日米共同訓練

等の各種訓練を行っています。
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基本射場

潜入射場

無反動砲射場

ロケット射場

縮尺射場

至近距離射撃 携帯対戦車弾射撃 障害の爆破訓練

戦闘訓練（攻撃行動） 機関銃による射撃支援

対戦車火器射場

訓練用交戦装置による訓練
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　自衛隊と米軍は、戦術面などの相互理解と意思疎通を深め、相互運用性を向上させるとともに日米の共同対処

能力を高めるため、平素より様々な共同訓練を実施しています。

　平成26年12月１日～12月12日の間、熊本県上益城郡山都町にある大矢野原演習場及び高遊原分屯地におい

て、陸上自衛隊は第42普通科連隊１個中隊基幹約250名、米海兵隊は第９海兵連隊第２海兵大隊の１個中隊基幹

約250名とMV‐22オスプレイが参加して日米共同訓練がおこなわれました。

　佐賀県、熊本両県の自治体・議会関係者等は

12月８日陸上自衛隊と米海兵隊による日米

共同訓練の一環として、MV‐22オスプレイの

体験搭乗に参加しました。

ヘリボン訓練

潜入行動訓練 障害処理訓練 救護訓練 戦闘訓練

米軍機による大型ヘリ（シースタリオン）とMV‐22（オスプレイ）を用いて部隊を輸送する訓練がおこなわれました。
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高遊原分屯地で自治体関係者がMV-22オスプレイに体験搭乗

オスプレイへの搭乗

CH53シースタリオン

オスプレイへの搭乗

120mmMRTの搭載

ヘリボン離陸

120mmMRTの搭載状況

MV‐22オスプレイに搭乗する佐賀県、熊本県の自治体・議会関係者等

日米共同訓練
（大矢野原演習場・高遊原分屯地における米海兵隊との実動訓練）
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九州防衛局

　熊本防衛支局は､南九州３県 ( 熊本・宮崎・鹿児島）を管轄区域とし､主に自衛隊等が使用する施設の [ 取得 ]・[ 管
理 ]・[ 建設 ] に関する業務を行っています。
　昭和 37 年に旧防衛施設庁福岡防衛施設局熊本支局として発足後､昭和 61 年に「熊本防衛施設支局」に名称変
更､さらに平成 19 年の防衛省組織改編に伴い「熊本防衛支局」へと名称変更し､現在に至っています。
　当支局庁舎は､熊本市東部の桜並木で有名な通称自衛隊通りの北端､陸上自衛隊西部方面総監部の北西側一角に所
在しています。

■ 熊本市電健軍電停より徒歩２０分
■ 自衛隊前バス停より徒歩１０分

〒８６２－０９０１

熊本市東区東町１－１－１１　　TEL（０９６）－３６８－２１７１
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業務紹介

業務に関する質問等ございましたら、お気軽にお問い合わせください。

建設計画官

設　備　課

土　木　課

建　築　課

業　務　課

総　務　課

建設工事に関する事務の企画、立案及び総括並びに実施計画等

電気、機械、通信工事
の基準、設計、積算、
施工促進、監督及び検
査等

土木工事の基準、設計、
積算、施工促進、監督
及び検査等

建築工事の基準、設計、
積算、施工促進、監督
及び検査等

自衛隊施設等の用地等
の取得、管理並びに
関係機関等との連絡調
整等

支局の所掌事務の総合調整並びに決算及び会計・入札・契約等

（新田原基地）

（24年度完成）

（25年度完成）

（24年度完成）

（防衛省が管理する国有財産を地元自治体に使用許可） （米軍関係者に対する調達業務の説明会）

（24年度完成）（25年度完成）

（23年度完成）

（26年度完成） （24年度完成）

☎ 096-368-2173

☎ 096-368-3609

☎ 096-368-3607　

☎ 096-368-3605

☎ 096-368-2172

☎ 096-368-2171

☎ 096-368-2174




